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Ⅰ 脱炭素エネルギーの安定的な供給体制の構築

１ 風力発電関連産業の総合拠点化

◆ グリーンエネルギーポートひびき事業 （ 再掲）

２０１１年、響灘地区の臨海部に、風力発電の関連産業を集積させることを目的とした「 グリ
ーンエネルギーポートひびき」 事業を立ち上げました。
本事業の目標は、「 風車の積出し拠点」、「 風車部品の輸出入・ 移出入拠点」、「 風車の運転管理や
メンテナンスを行う O＆M拠点」、さらに「 風車の関連部品を製造する産業拠点」 の４つの拠点機
能を有する「 風力発電関連産業の総合拠点の形成」 です。
本事業は、３つのフェーズに分け段階的に進めています。
（ １） 響灘地区に風車の実証事業などを誘致する第１フェーズ
（ ２） 響灘に大規模な洋上風力発電事業を誘致する第２フェーズ
（ ３） 拠点形成に向け産業集積や市場開拓等を実施する第３フェーズ
第１フェーズについて、２０１３年に、風車の実証事業を公募し、その結果、「 ３．３メガワッ
ト級の風車２基」「 ５メガワット級の風車１基」「 風車のメンテナンスのための倉庫兼トレーニン
グセンター」 の誘致に成功しました。現在いずれも順調に運営されています。
第２フェーズについて、２０１４年に、わが国初の洋上ウインドファームを響灘の港湾区域内
に誘致するための取組に着手しました。その後、２０１６年に事業者の公募を行い、翌２０１７
年に、ひびきウインドエナジー社を事業者として採択しました。同社は、２０２３年３月に工事
を開始し、２０２５年度中の運転開始に向けて、着実に事業を進めています。
第３フェーズについては、本事業の目標である「 総合拠点の形成」 に向け、現在、まず基盤づ

く りとして基地港湾の整備に取り組んでいます。さらに、産業拠点づく りとして、響灘地区への
産業集積や、西日本地区におけるウインドファームの市場開拓などを進めています。

詳細： 北九州市ホームページ
「 グリーンエネルギーポートひびき事業」

→ https: //www. ci ty. ki takyushu. l g. j p/kou-ku/30300033. html
「 海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾（ 基地港湾） の指定について」

→ https: //www. ci ty. ki takyushu. l g. j p/kou-ku/30300034. html
【 問い合わせ先:港湾空港局エネルギー産業拠点化推進課 ℡ 582-2994】

環境 「 世界のモデルとなる持続可能なまちをひらく 」

総合拠点のイメージ総合拠点のイメージ
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Ⅱ 市民・ 企業との連携による循環システムの構築

１ 世界をリードする再生可能エネルギー拠点の形成

◆ 北九州市地域エネルギー拠点化推進事業（ 再掲）

響灘地区における再生可能エネルギー（ 風力発電、太陽光発電） などの立地ポテンシャルの高
さ、加えてスマートコミュニティの実証を通じたエネルギーを賢く使う省エネの知見などを活か
し、地域の成長を支えるとともに、脱炭素で安定したエネルギーを供給することを目指します。
また、平成２７年１２月には、北九州市と民間企業の共同出資により、地域エネルギー会社「 ㈱
北九州パワー」 が設立され、市内で発電された脱炭素電力を市内施設に供給しています。
事業の開始時は低炭素でしたが、令和2年10月29日に本市として「 カーボンゼロシティ」 を
宣言して以降、脱炭素に向けた取組を開始しています。

詳細： 北九州市ホームページ
「 北九州市地域エネルギー拠点化推進事業」 https: //www. ci ty. ki takyushu. l g. j p/kankyou/00200086. html
「 北九州市のエネルギーマップ」 https: //www. ci ty. ki takyushu. l g. j p/kankyou/f i l e_0355. html

【 問い合わせ先:環境局再生可能エネルギー導入推進課 ℡ 582-2238】
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２ 響灘エコフロンティアパークにおけるまちづく り

《 響灘エコフロンティアパーク》

「 低炭素（ 次世代エネルギーパーク）」「 資源
循環（ エコタウン）」「 自然共生（ 緑の回廊・
ビオトープ）」の３要素が結合した新しい産業
システムが成立するまちを目指し、エネルギ
ーや資源の効率的利用、再生可能エネルギー
の導入等を一体的に進め、エネルギー消費量、
温室効果ガスの排出及び廃棄物発生が最小と
なるよう取り組みます。

詳細： 響灘エコフロンティアパークホームページ → http: //www. ecofronti er. j p/

◆ 次世代エネルギーパーク（ 低炭素）

太陽光や風力などの新エネルギーを実際に見て触れる機会を増やし、理
解を深めてもらうための取組です。エネルギー供給基地や、次世代エネル
ギーパークを担う太陽光・風力等の自然エネルギーやバイオマスエネルギ
ーのほか、エネルギーの企業間連携や革新技術の研究のことなど、様々 な
エネルギーの取組について学ぶことができます。

詳細： 次世代エネルギーパークホームページ
→ https: //www. ki taq-ecotown. com/enepa/

【 問い合わせ先： 環境局再生可能エネルギー導入推進課 ℡ 582-2238】

◆ 北九州エコタウン事業（ 資源循環）

あらゆる廃棄物を他の産業分野の原料として活用し、可能な限り廃棄物
をゼロに近づける「 ゼロ・ エミッション」 を目指した、循環型社会の構築
を図る先駆的な取組です。市民をはじめ、国内外から毎年、約10万人の
見学者が訪れており、工場やエコタウンセンターの見学を通じて、リサイ
クル事業に対する理解を深めていただいています。

詳細： 北九州エコタウン事業
→ https: //www. ki taq-ecotown. com/

【 問い合わせ先： 環境局環境イノベーション支援課 ℡ 582-2630】

◆ 響灘・ 鳥がさえずる緑の回廊創生事業（ 自然共生）

響灘埋立地において、産業と自然が調和した魅力ある地域づく りを目指
すものです。市民が自然とふれあいながら生物多様性の重要性や生態系の
仕組みを学べる自然環境学習拠点として、平成２４年１０月に響灘ビオト
ープがオープンしました。

参考： 響灘ビオトープホームページ
→ http: //www. hi bi ki nadabi otope. com/

【 問い合わせ先： 環境局環境監視課 ℡ 582-2239】

協働
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３ 企業と連携した脱炭素社会づく り

◆ 道路照明のＬＥＤ化
脱炭素社会づく りに向けた取組の一環として、若松区における道路照明灯ＬＥＤ化整備計
画に基づき、令和７年度を目標に、主要幹線道路や地域の中心地区、学校周辺などで、順次
ＬＥＤ化を進めています。

詳細： 北九州市ホームページ「 ＬＥＤ道路照明」
→ http: //www. ci ty. ki takyushu. l g. j p/kensetu/05500000. html

【 問い合わせ先:まちづく り整備課 ℡ 761-5326】


